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研 究 主 題

主体的な学習活動を通 して、[生 きるカ]を は ぐくむ指導の工夫

研 究 副 主 題

生徒が主体的 に学習する資質や能力を高める支援 の工夫

一 課題解決型 の学習 を通 して 一

1主 題設定 につ いて

今、学校 には、 これか らの子供 たちが身 に付 けるべ き資質や能力 と して[生 きる力]の 育成

が期待 されている。[生 きる力]は 、 自分 で課 題を見付 け、主体 的に判 断 ・行動 し、 よ りよ く

問題 を解決 す る資質 や能力 であ り、 また、 自らを律 しっっ他人 とともに協調 し、他人 を思 いや

る心 や感動 す る心 など豊 かな人 間性 であ る。 さ らに、 それ らを支 え るた くま しく生 きるための

健康 や体 力であ る。 この[生 きる力]は 、生徒 の主体 的な活動 を中心 とす る新 しい学力観 を基

盤 と し、学 校の教育 活動全 体の中で、その実現 を図 ることが求め られてい る。 この ことを踏 ま

え、本研究 を進め るに当た り、中学校 ・保健体 育科 と して、 研究主題 を次 の よ うに と らえ た。

1研 究主題設定の理由

社会 の変化 に伴 う生活文化 の進展 が目覚 ま しい今 日、運動や スポー ッ及 び健康 ・安 全 は、

単 に健康 な生活 や体力 の向上 のためだけではな く、人生 をよ り豊か に充実 させ るための 「生

きがい」 や 「文化」 の一 っ と して、生活 には欠 くことので きない重要 な もの とな って い る。

生徒 が生涯 にわた り、豊 かな スポー ッライ フを実現 してい くためには、 まず一人一人 が運

動 や スポーッに対 して関心 と理解 を高あてい くことが重要である。その上で、各 ライ フステー

ジにふ さわ しいスポー ッライフを主体的 にかつ継続的 に実践 してい くことで実現 され る。

この よ うな ことか ら、本研究で は、 これか らの体育学 習の在 り方 と して、生徒が主体 的 な

学習活動 を通 して 自 らの課題 を自 ら解決す る力を中心 とす る、 いわ ゆる 「生 きる力」を は ぐ

くむ ことを目指 した学習 の充実 を図 る ことが大切 である と考え た。 この 「生 きる力」 の育成

を 目指 す運動 の実践 は、生徒 の関心 ・意欲 に支 え られては ぐくまれる もので あ り、関心 ・意

欲 の高 ま りが、生徒 の運動欲求 に直接働 きかけ、 自発 的 ・自主 的な運動実践を促 し、さらに、

生活 の中に積極 的に運動 や スポー ッを取 り入 れてい く資質 や能力 を培 うもの ととらえ、本研

究主題 を設定 した。

2研 究副主題設定の理 由

生徒が主体 的に学 習す る資質や能力 の高 まりを期待 す るには、 まず、 学 習 に対 す る関心 ・

意欲 を高 めることが重要 である。 そのたあに、 自 ら課題 を把握 し課題 を解決す るとい う課題 解

決型 の学 習を取 り入 れる必要 がある。 その課題解決型 の学 習をより効果的 に進 め るたあには、

生徒 が本来 もっているよさや可能性を生 かす ことがで きるよ うにすることが大切 で あ り、 生徒

の主体的な学習 を支え る教師や仲 間による 「支援」の工夫 を図 ることが重要であると考 えた。

以上 の ことか ら、生徒 が主体 的 に学 習す る資質 や能 力を高 め る支援 の工 夫 を図 る ことが 、

生徒 一人一 人の 「生 きる力」を効 果的に は ぐくむ もの とと らえ、 本研 究 副主題 を設 定 した。
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皿 研究のねらいと仮説

1研 究 のね らい

生徒 が主体的 に学 習す る資質 や能力 を高 め るため、生徒 が 自ら課題 を把握 し、 よ りよ く解

決 す る学習 を効果 的に進 め る 「支援』 の工夫 を図 ることを研究 のね らい とす る。 また、研究

の主 な内容 を 「課題 の もち方」 と 「課題 の解決 の仕方」 への 『支援」 の工夫 とす る。

2研 究の仮説

〈球 技〉

① 生徒が 自 ら課題 を把握 し解決す るための 「支援』 を工夫 す ることは、生徒一人一人 の

関心 ・意欲 を高 め、主体 的に学習 に取 り組 む能力 をは ぐくむよ うにな る。

② 習得 した技能、知識 を生 か した運動 を行 うための 「支援』 を工夫 す ることは、生徒 が

運動の楽 しさや喜 びを味 わい、生涯体育 ・スポーッの基盤 となる能力 や態度 をは ぐ くむ

ことにな る。

③ 生徒 が仲間 と共 に学習す るための 「支援」 を工夫す る ことは、互 いのよさを認 め合 い

高め合 うな どの豊か な人間関係 を醸成す る態度 をは ぐくむ ことになる。

〈保 健〉

① 生徒 の生 活や体験 に基づ いた課題を把握す るため の 「支援』を工夫す る ことは、生徒

一人一人 の興 味 ・関心 を よ り高 め
、積極的 に学習 に取 り組む態度 をはぐくむようになる。

② 生徒 が 自 ら見通 しを もって課 題を解決す るための 『支援』を工夫す ることは、思考力 ・

判断力 を高 め、意欲 的に学 習 に取 り組む能力を は ぐくむ よ うにな る。

③ 発表 の仕方 や まとめのための 『支 援」 を工 夫す ることは、知識 の共有化が図 れる とと

もに、生徒一人一人 の生活 の実践 にっなが る態度 を は ぐくむ ようになる。

皿 研究の方法

1各 領域か ら 「体育 一球技領域」「保健」 の分科会を設定 し、研究 を進 める。

2そ れぞれ の領域(項 目)に 応 じた意識調査 を行 い、生徒 の興味 ・関心 ・意欲 等 につ いて

集計、分 析、考察 を行 う。

0
0

4

置
ひ

ρ
0

保健体 育 における 「支援』 の考 え方 や在 り方及 びその具体化 について検討 す る。

各分科 会 にお いて、領域(項 目)の 特性 を深 く理解 し、単元計画、指導案 を作成 す る。

「体育 一球 技領域」 「保健」 それぞれの分野 で、 実証授業 を行 う。

実証授業 の結 果か ら研究全体を考察 し、今後 の課題 を明 らか にす る。
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N研 究の全体構想図

研 究 主 題

主体的な学習 活動を通 して、[生 きるカ]を は ぐくむ指導の工 夫

研 究 副 主 題

生徒が主体的に学習する資質や能力を高める支援の工夫 一 課題解決型の学習を通 して 一一

運動の特性を知 り、 楽 し 仲間と共に協力 して課題を解 自ら考え、判断 して行動

さや喜びを味わえる生徒 決 し達成感を味わえる生徒 できる生徒

〈支援の概念〉

生徒一人一入が、本来 もっているよさや可能性に気付き、自らの資質や能力を伸ばすための手がかり

技 能 の 習 熟

合理的な運動を実践する上
で、技能を習熟するための

支援の工夫(体 育一球技)

学 習 過 程

諜題を解決す る上で、

思考 ・判 断するための

支援の工夫(共 通)

、
め

係
填

畑

島
難

問

に
高

工

人
嫉
齢
間

め
支

仲

認

の

知 識 理 解

健康な生活 を送 る上で、

知識 ・理解 を高 めるた
めの支援の工夫(保 健)

硬 究 の ね り い

生徒が主体的に学習する資質や能力を高めるため、生徒が自ら課題を把握 し、よりよく解決す る学習を効果的

に進める 『支援』の工夫を図る。

研 究 の 仮 説

〈体育分野>
1生 徒が自ら課題を把握 し解決するための 『支援』を工夫することは、生徒一人一人の関心 ・意欲 を高め、

主体的に学習に取 り組む能力をはぐくむようになる。
2習 得 した技能、知識を生かした運動を行うための 肢 援$を 工夫することは、生徒が運動e楽 しさや喜 び

を味わい、生涯体育 ・スポーッの基盤となる能力や態度をはぐくむことになる。

3生 徒が沖閤 と共に学習するためのf支 援』を工夫することは、互いのよさを認め合い高め合 うなどの豊か

な人間関係を醸成する態度をはぐくむことになる。

〈保健分野〉

圭 生徒の生活や体験に基づいた課題を把握するための ガ支援』を工夫することは、生徒一人一人の興昧 ・関

心をより高め、積極的に学習に取 り組む態度をはぐくむようになる。

2生 徒が自ら晃通Lを もって課題を解決するための 『支援』を工夫することは、思考力 ・判断力を高め、意

欲的に学習に取 り組む能力をはぐくむようになる。
3発 表の仕方やまとめのための 『支援』を工夫することは、知識の共有化が図れるとともに、 生徒一人一人
の生活の実践にっながる態度をはぐくむようになる。

研 究 の 方 法
-
⊥

2

3

4

ζ
σ

設
U

各領域から 「体育一球技領域」「保健」の分科会を設定し、研究を進める。
それぞれの領域(項 目)に 応じた意識調査を行い、生徒の興味 ・関心 ・意欲等にっいて集計、分析、考察を行う。

保健体育における ゼ支援凄の考え方や在 り方及びその異体化について検討する。

各分科会において、領域(項 目)の 特性を深 く理解 し、単元計画、指導案を作成する。
「体育一球技領域」罫保健」それぞれの分野で、実証授業を行う。

実証授業の結果から研究全体を考察 し、今後の課題を明 らかにす る。

研 究 内 容

「体育 一球 技」(バ スケ ッ トボ ール)

韮

2

3

4

5

課題選択的な学習を取 り入れた学習過程
オリェンテーションの充実

男女共習によるグループ学習

資料や学習カー ドを活用した課題の設定と学習計函

学習カー ドを活用 した自己評価

「保健」(心 の発達と健康)
1

2

3

4

【
U

課題学習を取 り入れた学習過程

発問などによる生徒が気付 く学習環境づくり

資料や学習カードを活用した男女共習による調べ学習

知識の共有化を図るための発表会

学習カー ドを活用した自己評価
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V学 習活動における支援の考え方

これか らの体育学習 において は、従前、一般 的に行 われて きた教 師が生徒 に課題 を与 え、教

師 の指導 ・援助 の もと生徒 が課題 を解決 してい く学習 か ら、生徒 が自 ら課題 を把握 し自 ら解決

して い く学習 に移行 してい くことが期待 されてい る。

本研究で は、保健体育 の授業 におけ る生徒 が主体的 に学習 す る資質 や能力 を高 め る上 で、生

徒 の学習 を支 える教 師の 「支援」 の考 え方 とその具体化 を中心課題 とした。

そ こで、学習活動 における 『支援』 として、次 の視点 についてその考 え方 を明 らか に し、研

究を進 める こと とす る。

1生 徒の とらえ方

① 生徒一人一人 は、 それぞれのよさがあ り、 いろいろな資質 や能力 を も った存在 で あ る。

教師 は、教 え込 むのではな く、生徒一人一人 のよさを引 き出 し、 それに生徒 が気付 くよ う

に して い くことが大切 であ る。

② 生徒 は、多様 な可能性 を もった存在 であ り、常 によ りよ く生 きた い と願 う存在 であ る。

生徒 自身 は 「もっと上手 にな りたい」 「認 め られ たい」「みんなの注 目を得 たい」 など、生

活 や自分 自身 を向上 してい く意欲 や期待 を もってお り、 それを生 かす こ とが大 切 で あ る。

2学 習の進 め方

① 学習 の進 め方 において は、今 もってい る力 を もとに、生徒一人一 人が課題 を把握 し、 そ

れを解決 してい く学習過程 が重要 であ る。

「体育分野」 … 「今 もってい る力」 で運動 や スポー ッに取 り組 み、その力の高 ま りに応 じ

た 「新 たな運動 に挑戦 してい く力」 を育 て る学 習

「保健分野」 … 「課題 の把握」→ 「課題 の解決」→ 「まとめ」 という3っ の段階を通 して、

思考力 ・判 断力 を育 て る学 習

② 生徒一人一人 の資質 や能 力を高 め る上 で、多様 な学 習内容 ・方法が保障で きる学習過程

が重要で あ る。 そのため に、生徒 が 自己の能 力 ・適性等 に応 じた学 習計画を立案で きるよ

うにす る必要 があ る。

3授 業の運営

① 授業 を推進 す る中心者 は、生徒 であ り、教 師 は、生 徒が主体 的 に学習す る環境づ くりを

整 え支 える存在 とな ることが重要 であ る。

「環境づ くり」 …言葉 か け、資料 の提供 、模範、 用具の準備、場 の設定 等

② 単元 のね らいの明確 化 と単元計 画の立 案者 と しての教師の存在が重要で ある。 また、各

授業 のね らいや学 習全 体の評価 に対 す る教師のかかわ りが重要で ある。

以上 の視点 に基 づいた思 い切 った授 業形態の工夫 ・改善が必要で ある。 そ こで、本研究 で

は、次 のよ うに 「支援」 の概 念を と らえ、研究を進め る こととす る。

支 援 の 概 念

生徒一人一人 が、 本来 もって いるよ さや可能性 に気付 き、 自らの資質や能力 を伸 ばす た

めの手が か り
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M研 究の内容

1球 技 「バ スケ ッ トボ ー ル」

(1)意 識 調 査 の結 果 と分 析 ・考 察

① 意識調査 について

ア 目 的 指導計 画を作成 す るに当た り、生徒 の球技 に対 す る興味 ・関心及 び授

業 に対 す る意識 を把握 す る。

イ 対 象 研 究員所属校 第1学 年男女生徒565名

② 意識調査の結果'

問1球 技 につ いて ど う思 うか *好 きな 理 由
● 男鰯 女
T

(人)

300

200

100

0

A B C

漉.
DE

■ 好き 國 やや好き 圏 やや嫌い 口 嫌い

A

B

C

D

E

ボールを使 うのが楽 しいから

みんなで楽 しく競い合い、協力できるから

ボールを投げたり、ゲームで相手 と競い合えるから

体を動かすことが好 きだから

その他

問2充 実感や楽 しさを感 じるとき

その他(1.4%)

自分 が認 め られた とき

(12.

役 割 を果たせ たとき

(12.8%)

精 一 杯頑張 ったと

(173

技能が上達 したとき

0.9%)

練習 で協力 しあえた とき

(10.2%)

習 法 を工夫 で きた とき

(47%)
ゲームに勝て たとき

(20、2%)

問3ど んな ときに友達 や先生 に声をかけて欲 しいか(複 数 回答可)

(人)
2◎0

團 男甥 女

150

100

50

0

A B C D E F

一 メ

A自 分 が認められたとき

B精 一杯頑張 ったとき

C負 けたときや失敗 したとき

D役 割を果たせなかったとき

E技 能が上達 して、練習法を

工夫できたとき

F:う まくいったとき
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問4男 女共習 を希望 す る種 目(複 数 回答可)

120

100

80

60

40

20

0

團 男膨 女 (人)

./1;l
lll i 」

瞬 霧…
L

i i

臓 欝 一 i i
'I

o

,微1猛.物 一

笏 1 湯

.4彰2舅

圖 幽 一

纏
%冒

2

%一瞠一一一',

1--

11-.

阻1・.. 麟欝
・f珍

:2 聯…
'02勿'

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

バ

ス

ケ

ッ
ト

ボ

ー

ル

サ

ッ

カ

ー

ハ 卓 ソ バ ソ そ

1球lll冠
ル ル ン ス

③ 分 析

ア 球 技 に関 して 、 「好 き」 も し くは 「や や好 き」 と答 え た 男 子 生 徒 は全 体 の9割 以 上

で あ る。 女 子 は全 体 の8割 弱 で あ る。 ま た、 好 きな理 由 と して は 「ボ ー ル を使 うの が

楽 しいか ら」 が 最 も多 い。

イ 球技 を行 って いて 充 実 感 や 楽 しさ を感 じる と きは、 「技 能 が上 達 した と き」 「ゲ ー ム

で 勝 て た と き」 「精 一 杯 頑 張 った と き」 の順 に 多 い。

ウ 「ゲ ー ム に負 け た と きや 失 敗 した と き」 「う ま くい った と き」 「精 一 杯頑 張 った と き」

な ど に友達 や 先 生 に声 を か けて ほ しい生 徒 が 多 い。

工 男 女共 習 を 希 望 す る種 目で は、 バ ス ケ ッ トボ ー ルや バ レー ボ ー ル、 サ ッカ ー の順 に

多 い。 ま た、 自由 記 述 の 中 で 、 男 女 共 習 に よ る授 業 を希 望 しな い理 由 と して 「男 女 の

力 の差 」 「男 子 が 入 る と女 子 が遠 慮 す る(そ の逆 も)」 を あ げて い る生 徒 が多 い。

④ 考 察

ア 体 育 が好 きな 生 徒 と球技 が 好 き な生 徒 が 約85%程 度 と同 じ位 の割 合 で あ る ことか ら、

体 育 が好 きな生 徒 に は、球 技 が 好 き な生 徒 が 多 い ことが 推 測 で きる。 小 学 校 期 に お い

て、 ボ ー ル運 動 を 通 じて様 々 な 楽 しさを 体 験 して い る た めで あ ろ う。 した が って、 中

学 校 の体 育 の授 業 にお け る生 徒 の 興 味 ・関 心 を高 め る上 で 、 球 技 は重 要 な役 割 を 占 あ

て い る。

イ 充 実 感 や楽 しさを感 じる と き は 「技 能 が 上 達 した と き」 や 「ゲ ー ムで 勝 て た と き」

が 多 い結 果 か ら、運 動 の特 性 に触 れ られ る支 援 が 重 要 で あ る。 ま た、 「役 割 を 果 た せ

た と き」 や 「練 習 で協 力 し合 え た と き」 が 比 較 的 多 い こ とか ら、 チ ー ム で協 力 し練 習

方 法 を工 夫 す るた め の支 援 も重 要 で あ る。

ウ 自 由記 述 の 中 で 、男 女 共 習 にっ いて は 「男 女 の違 い は あ るが 種 目 に よ って は男 女 共

習 も可 能 で あ る」 を あ げて い る こ とか ら、 よ り互 いの よ さ を認 め合 い高 め合 う男 女 共

習 の授 業 の工 夫 が大 切 で あ る。
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② 特 性

① 一般 的特性

ア バ スケ ットボール は、 ボ ールを媒介 として、集 団対集団 の攻防か ら得点 を競 い合 い、

運動 の楽 しさや喜 びを味わ うことがで きるスポー ッであ る。

イ バ スケ ッ トボール は、走 る ・跳 ぶ ・投 げる ・止 まるとい った運動 が連続 して行われ

るために多様 な運動能 力が求め られ る。 また、集 中力や判断力、協調性 な ど、精神 的

要素 も重要 で ある。

ウ 個 人の能 力や体力が集 団的技能 と して集団の中で反映 され るため、生徒一人一人 の

課題を集団の共通的 な課題 と して もと らえることがで きる。課題 の把握 や課 題の解決

の ための練 習方法 を工夫す る上で、仲 間 と協力す ることが大切 であ る。

② 生徒か ら見た特性

ア 個人が習得 した技能が集団的技能の中で発揮 された り、ゲームの中で生かされた り、

チームに貢献 で きた ときなどに、生徒一人一人 の能力 の伸長を確かめることができる。

イ 自己の チームの戦力 を分析 ・考察 した上で作戦を立て、ゲ ームに勝っ ことがで きた

り、得点 に結 びつ くまで の集団的技能が で きるよ うにな った りしたときに、楽 しさや

喜 びを味わ うことがで きる。

ウ 互 いの チームの戦力を分析 ・考察す ることを通 し、攻防の動 きを読み、作戦 を立 て

た り練習を工夫 した りして、習得 した集団的技能や個人的技能を活用 したゲームを行

うことにより、 よ り質 の高 い競 い合 いの中 で運動 の楽 しさを味わ うことが できる。

(3)学 習過程 の工夫

① 個人の能力 ・適性等が チームで生か され、互 いに教え合 った り高め合 った りす る主体

的 な学習がで きるよ う支援す る。

② 勝敗 にこだわ るので はな く、得点 に至 るまで のチームプ レーを重視 し、 その ことを生

徒 が認識す ることが重要で ある。 そのために、集団的技能 を高 める上 で、 チーム と個人

の課題 との関連 を明確 に し、学習計画や学習内容 の工夫が図れ るよ う支援す る。

③ 運動 の特性 に触 れ られるよ う、今 もって いる力(ね らい1)で ゲーム主体 の学習 を取

り入れ、 その高 ま りか ら新 たな課題 に挑戦す る(ね らい2)学 習 の流 れ を基 本 とす る。

※男女共習 によ り、互 いのよさを認 め合 う学習 を展開す る。

(4>課 題 の もち方 と解決 の仕方 の工夫

① 生徒 の能力 ・適性等 に応 じたゲーム主体 の学習 を通 して、 ルールの工夫を行いなが ら、

バ スケ ッ トボールの特性 に触 れ られるよ うにす る。 その学習展開 の中 で、 チームが適切

な課題 の把握をす るたあに、学習資料 や学習 カー ドを活用 し、主体的 に取 り組 め るよ う

支援 の工夫を図 る。

② ゲーム主体の学習活動 を通 して、 自己のチームや相手 のチ「ムの戦力 を分析 し作 戦を

立てて い く中で、 自己のチームの特徴 に気付 き、課題 を把握で きるよ うにす る。 そのた

め に、学習資料 や学習 カー ド、他 グループの学習計画 の発表 などか ら、解決 の方法 を見

付 け出 して い くことがで きるよ う支援 の工夫 を図 る。
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㈲ 支援 の ポイ ン ト

① 課題 の把握 の場面

ア 集団的技能や個人的技能 など自己の チームの戦 力を具体 的に分析で きるよ うにす る。

イ 他 チ ームとの比較、分析の中で 自己の チームの特徴や 自己の課題 に気付 くことがで

きるよ うにす る。

② 課題 の解 決 の場面

ア 学 習資料や学習 カー ドを参考 に した り、チ ーム間での学 習計 画の発表を参考 に した

り して、 自己の チームの特徴 に気付 くよ うにす る。

イ ゲー ム主体の学 習の中で、個人 的技能の高 まりが集団的技能 の高 ま りにっ なが り、

互 いの協 力が解決 への糸 口とな ることに気付 くようにす る。

③ 運動 の特 性 に触 れ る場 面

ア ルールの工夫を し、 ゲ ームを進 めて い く中で運 動の特性 に気 付 き、触れ られ るよ う

にす る。

イ 集 団対 集団の攻 防の中で作戦 を立 て、チ ームで協力 して、競 い合 うことの喜 びや楽

しさを味わえ るようにす る。

④ 人 間関係 を は ぐくむ場面

ア 個入 また は集 団の課 題を把握 し解 決 して い く中で、互 いの よさを認め合 い高 め合 う

ことの大切 さに気付 くよ うにす る。

イ 精神面 でのチー ムワー クの重要性 に気付 くようにす る。

⑤ 評価 の場面

ア 他 チー ムの発表 やゲー ムを通 して、適切 な課題 を もち、課題 解決のための適切 な学

習計画 が立 て られてい るか、振 り返 られ るようにす る。

イ 勝敗 だけに こだわ るので はな く、適切 な作戦 や得点 に至 るまでの集団的技能 の習熟

の過程 を重視 してい く。

(6)第1学 年 球技 「バスケ ッ トボール」単元計画(12時 間扱 い)

① 学習 のね らい

・今 もって い る技能 を使 ってゲー ムを楽 しみ、 自己のチー ムの力 に応 じた作戦 を立てて

練習 を工夫 す る能力 を身 に付 け る。

・技能 の習熟 に伴 い、相手 チームに応 じた作戦 を工夫 して練習 やゲ ームを行 う能力 を身

に付 ける。

・ゲームを通 して互 いに相手 を尊重 し、安全 に留意 して学習 す る態度 を養 う。

② 学習方法(男 女共習)

・各 グループ5～6人 で構成 し、学習 を進 め る。
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馨窩 学 習 内容 学 習活 動 教 師 の 支 援

は

じ

め

1

オ リエ ンテ ー シ ョ ン1
・ア ンケ ー ト

・学 習 の ね ら い や 道 す じ の

理 解
・ル ー ル や マ ナ ー の理 解

。グ ル ー ピ ング

試 しの ゲ ー ム ・○ 対 ○ の ゲ ー ム

学 習 の評 価 ・学 習 カ ー ドを ま と め 、 次

時 の課 題 発 表

分類 個 人 へ の 支 援 チ ー ム へ の 支 援

課

課

課
評

・生徒の特性を把握するための調

査を事前 に行 う。(楽 しさの体

験、運動の学び方)
・チーム内で個人の課題を把握す

るたあにゲームを行う。
・チーム内で個人の課題を把握す

る手がかりとするために学習カー

ドを活用する。
・個人の課題を確認 し、次時の学

習活動への手がかりとするため
に自己評価カードを活用する。

・適切なグルーピングを行 うため

の調査を事前に行う。

(意欲、人間関係、 リーダー性、

技能)

・次時の課題を把握する手がかり

とするために学習カー ドを活用

する。

2

特
解

解
課

評

評

・個人のプレーを通 して種 目の特

性に触れるたあの助言をする。

・個人の課題を確認 し、次時の学

習活動への手がかりとするため
に自己評価カードを活用する。

・チーム内で個人的技能の練習を

工夫しているか確認するために

学習カードを活用する。
・前時の課題を解決 し、次時の課

題を把握 しているか確認するた
めに学習カードを活用する。

・次時の課題を把握する手がかり

とするために学習カー ドを活用

する。

1前 時の課題を解決するためのチーム練習1
lll

個人的技能 ① 個人的技能 ② 個人的技能 ③

学習繍 桃 と、錠耐 之③講 鰯 撫
び練習する。(① ～③の組み合わせ も含む。)

i前時の課題を解決 し、次時の課題を把握するためのゲーム1

・対戦相手の確認をする。

・簡単なルールの確認をする。
・○対○のゲーム

学習の評価 ・学習 カー ドをまとめ、 次

時の課題発表

な

か

QU

～

ρ0

特
解

解
人

評

評

・個人のプレーを通 して種 目の特

性に触れるための助言をする。

・個人の課題を確認 し、次時の学

習活動への手がかりとするため
に自己評価カードを活用する。

・自己のチームに応 じた作戦や練

習を工夫しているか確認するた

めに学習カードを活用する。

・総あたり戦を1回 終えたところ

でチーム替えの問いかけをする。

・次時の課題を把握する手がか り

とするために学習カー ドを活用

する。

ね ら い ①(総 あ た り戦)

今もっている技能を使ってゲームを楽しみ自己のチームに応じた作戦を立て練習を工夫する。

1前 時の課題を解決するためのチーム練習i
lI

個人的技能 ① 集団的技能 ②

学習資料をもとに上の①～②か ら課題を選

び練習する。

1前時の課題を解決 し、次時の課題を把握するためのゲーム1

(総あたりゲームを2回 行 う)
・対戦相手を確認する。
・ルールを確認する。

・○対○のゲーム

学習の評価 ・学習カー ドをまとめ、 次

時の課題発表

7

オリエンテーション丑
・ねらい①のまとめ発表

。ルール、審判 にっいての

話 し合い
・対戦相手の決定、学習計

画作成

課

解

課

特 ・個人のプレーを通 して種 目の特

性に触れるための助言をする。

・ねらい②の学習への手がか りと

するために各チームのね らい①
の達成度を発表し合い、互いに

確認する。
・ルール、審判の必要性にっいて考

えるために、ねらい①のゲームに
ついて話し合いカードを活用する。
・相手チームに応じた作戦を立て、

練習を工夫できるようにするた
めに対戦相手を決定 し学習計画

を作成する。

1次 時の課題を解決するためのチーム練習i
llI

個人的技能 ① 集団的技能 ② ゲーム練習 ③

学習資料を もとに上の①～③の課題を工夫
して練習する。(① ～③の組み合わせも含む。)

8

～

10

課
特
人
課

解
評

評

・個人のプレーを通 して種 目の特

性に触れるための助言をする。

・個人の課題を確認 し、次時の学

習活動への手がかりとするため
に自己評価カードを活用する。

・本時の課題を明確にし、ゲームの

進行が協力して行えるようにする。
・相手チームに応 じた作戦や練習

を工夫 しているか確認するため

にゲームを行い、学習カー ドを

活用する。
・相手チームの特徴を把握する手がか

りとするために対戦用紙を提示する。
・次時の課題を把握するために本

時のゲーム内容をまとめ、 対戦

用紙、他チームの課題を参考に
するように助言する。

錨 癬 講 繊 、購,、習を工夫、槻 楽、む1

1前 時の課題を確認するためのゲーム1
・対戦相手を確認する。

・ルールを確認する。

1本 時の課題を解決するためのチーム練習
llll

個人的技能 集団的技 能 ゲーム練 習 練習の組み合わせ

【 本時の課題を解決するためのゲーム1
・ルールを確認する。

学習の評価 ・学習カー ドをまとめ、 次

時の課題発表

ま

と

め

-

～

211

1ト ー ナメ ン ト戦(1)1 特
解

人
評

人
評

・ゲームの楽 しさを味わえるよう

にするために、チームのよさを

認め励ます。
・互いに相手を尊重 しながら安全

に留意 して学習する態度が身 に

付いたか確認するたあに自己評

価カードを活用する。
・本単元の成果を次単元への資料と

するためにアンケート調査を行う。

・今まで習得 した技能や知識を生

か して作戦や練習を工夫 してい

るか確認するために学習 カー ド

を活用する。
・本単元のね らいが達成できたか

確認するために、学習カー ドの

ねらい① ・② ・③の内容をまと

め発表する。

本時の課題を解決するための練習11

今 まで習得 した技能や知識をもとに、 チー
ムごとに課題を設定 して練習する。

1 トーナ メ ン ト(皿)[

学 習 の 評 価 ・学 習 カ ー ドを ま とめ 発 表
。自己評価 カ ー ドを ま とめる。
・ア ン ケー ト記 入

課 → 課題の把握 解 →課題の解決 特 → 運動の特性 人 → 人間関係 評 → 評 価
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(7)実 証授業指導案(12時 間扱 いの8時 間 目)

は
じ
め

5
分

な

か

37
分

ま

と

学 習 内 容

11

2

3

集合、整列、 あいさっ

対戦相手、 ルールの確認

グル ープ ごとの準備活動

学 習 活 動

・グループ ごとに集合 し、 あいさっす る。
・出欠席、健康状態の確認

・キ ャプテ ンは集合 して、対戦相手 とルールを

確認す る。
・準備運 動、チ ームの作戦の確認
・用具、 器具の準備、 安全点 検

ね らい2の 段 階(対 抗 戦 によるゲ ーム)

4前 時の課題 を確認 す るためのゲ ーム

ゲームか ら行 うチーム

ゲ ー ム1(3分 ・4チ ー ム)

ゲ ー ム の運 営(1チ ー ム)

ゲームの運営か ら行 うチーム

ゲ ー ム の運 営(2チ ー ム)

ゲ ー ム2(3分 ・2チ ー ム)

ゲーム2で ゲームまたはゲームの運営に携わ らないチームはゲー

ムの内容を参考 に して、課題を解決す るための練習 を行 う。

5本 時の課題を解決す るためのチーム練習

〈 予 想 さ れ る 活 動 の 例 〉

【個人的技能選択】 【集団的技能選択】 【ゲーム練習選択】
・ セ ッ ト シ ュ ー ト ・ ツ ー メ ン

、 ス リ ー
・2対1

、2対2の
・ ラ ン ニ ン グ シ ュ ー ト メ ンダ ッ シ ュ ゲ ー ム

・1対1の ド リブル ・ カ ッ ト イ ン プ レ ー ・3対2
、3対3の

・2対1の ク ィ ック ・マ ン ツ ー マ ン
、 ゾ ー ゲ ー ム

パ ス ンデ ィフ ェ ンス などの練習

などの練習 などの練習

6本 時の課題を解決するためのゲーム

→ 立案 した

作戦の見直 し

※練習の組み合わせ
・個人的技能

↓

集団的技能
・ゲーム練習

↑ ↑

個人 集団 など

ゲームか ら行 うチーム

ゲ ー ム1(5分 ・4チ ー ム)

ゲ ー ム の運 営(1チ ー ム)

ゲームの運営 か ら行 うチーム

ゲ ー ム の運 営(2チ ー ム)

ゲ ー ム2(5分 ・2チ ー ム)

ゲーム2で ゲームまたはゲームの運営 に携わ らないチーム は本

時の活動を振 り返 るための練習 を行 う。

7グ ループ ごとの整理活動

8学 習のまとめ

9

10

11

め

8
分

整列、あいさっ

全体の片付 け

解散

・健康状態 の確認

・整理運動

・グループで使用 した用具、器具 の片付 け、安

全確認
・集合

・次時 の対戦相手確認

・学習 カー ドのまとあ、次時 の課題 の整理
・グループ ごとに整列 し、 あいさっする。
・全体 の片付 けをす る。

事 後

学 習

次時の課題の把握 ・学習計画の検討

・自己評価
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(8)本 時 のね らいを達成 す るための支援

分 類 支援の方法 支援による予想 予想される生徒の主体的活動 評 価

課題の把握

警

i
対戦表を配布掲

r旦 」中

チームの課題が

明確になる ゆ

課題解決に向け、チー

ムの活動が始まり、

生徒が協力 してゲー

ムの準備をする

→
i
チームの課題が明確

になり、準講がスムー

ズに行われているか

(思)

欝 訓羅H黙 墾ト璽劉
課題の解決 課題を解決する

ためにゲームを

行い学習カード

を活用する4

チームの課題解

決の方法が適切

であるか明確に

』
禦雛 馨鑛溺

1慧灘錨 罷が
1

各チームの課題解決
の方法は適切である
か。目標設定(患)
・課題選択(思)

一

隔 手チームに応

じた作戦や練習

が行われている

か確認する5

チーム練習の内

容がメンバーに

理解される

L⊥

選択した課題に対IJI
て意欲繍 組む[

課題に対して意欲的

に取 り組めているか

(関)

(学 習 計 画) 学習カードの内

容を確認 しカー

ドを使って助言

1する12

ゆ

Il

1課題を把握する1

手がかりとなる十

課題を把握して次時ll課 題が把握できぞ司
の授業に見通しをも・Lる か(思)1

置竺lLl

運動の特性
(技能)

ll酬 竺 墾一整劉塵劉
生徒同士で技能を高

め合うようになる

__」

一 1人間関係

縢 曽翻

L_._」

L_」L二:1[1:L:

生徒が種目の特

性を理解するよ

うになる 1灘劉 鷹欝奪
」L_」

健康状態・鯛
運動、用器具の

艦鷲鋼

互いの健康状態

や安全点検につ

いて気を付け樹

ようになる

基膿 鷲 警 鍔l

lになる

一

)こ
鳳
置

l

iあ;ぎ誘叢

[
するように声を

かける8

翻 藪羽 臨 縣,
[竺_」[L_

評 価

__」

1農鞍墓綴1膿
鰯 ている塑 劉

盈轄黎欝i

!二 ∴

自己評価カー ド 次時の授業に対

の内容を確認 し して見通 しをも,

て助言を記入す っことができる

る12 __」 一

一12一

【本時のねらい】

※支援 の方法 の

欄 の数字 は、

実 証授業案 の

学習 内容 の数

字に対応する。

※ 評 価 の 欄 の

()内 は、

(関)

関 心・ 意欲 ・

態度

(思)

患考・判断

(技)

技能

を表す。



(9)資 料

学 習 カ ー ド(例)

バ ス ケ ッ トボ ー ル学 習 カ ー ド
〔チ ー ム 〕 8・9・10時 問 目

授
業
を

行
う

ま
で
に

話
し
合
う
課
題

ね ら い 相手チームの特徴に応 じた作戦を立て練習を工夫する。

対 戦 相 手 月 日()1①VSグ ループ;②VSグ ループ1③VSグ ループ

チームの 目標

チームの作戦

(相手チームの特徴)

説明

チームの練習

・個人的技能

。集団的技能

。ゲーム練習

・練習の組合せ

・必要な用具

先生か らの

ア ドバ イス

授

業

の

ま

と

め

試 合 の結 果
感 想

①()一()勝 ・負 ②()一()勝 ・負 ③()一()勝 ・負

チームの反省

◎…よくできる

○ … で き る

△…もう少 し

目標は達

成できて

いるか

作戦はう

まくいっ

ているか

チーム練

習は適切

であるか

チ ー ムで

協 力 して
プ レー を

しているか

協 力 して
話 し合 い
を して い
る か

協力 して
準備や片
付けをし
ているか

健康や安全
に気をっけ
て活動をし
ているか

次時の課題

(うま くできな

いところな ど

を課題とする)

次時の対戦相
手 と 目 標

先 生 よ り

・毎 時 間 ご と学 習 カー ドを

用 い、 上 段 は 「授 業 を行

う ま で に話 し合 う課 題 」

で、 前 も って グル ー プ ご

とに考 え て お く。

・下段 の 「授 業 の ま とめ」

はその 日の授業 の最 後 に

グルー プごとに話 し合 い

を もち記入 す る。

※それを もとに次 時の上段

部分 を検討 して い く。

※次時のチームの目標、チームの作戦、チームの練習を記入しよう。

バ ス ケ ッ トボ ー ル 〈自 己 評 価 カ ー ド〉 グ ル ー プ

年 組 番 名 前

は じ め

の 目 標

新 た な
目 標

謳

しでる少犠噸

入
◎
○
△記

先生

よ
り

活

動
の振り
返

り

解理識知

審判

の

仕
方
が

理

解
で
きているか

ル

ー
ル

を

理

解
し

て

ゲ
ームにのぞめているか

能技

ゲ
ー
ム

で

自

分
の

役
割
が果たせているか

防御

が

う

ま
く
で

き

て
いるか

攻

撃
が

う

ま
く
で

き

て
いるか

断荊考思
工
夫

し
て

練
習
や

ゲ
ー
ムができているか

自分

に

合
っ

た

課
題
が

もてているか

度憾欲意か関
安
全
を
確認

し、

健
康
に
留
意して運動ができているか

互
い
に
助
言
し
た
り、

協
力して活動できているか

課題

を
意
識
し、

意
欲的

に
練
習やゲームに取り組んでいるか

評
価

項
目

/

月

日

/

/

・まず 「は じあの 目標」 を

記入 し、授 業を進 あて い

く中で新 しい課題 を見付

けた ときには 「新 たな目

標」 を記入 す る。

評 価項 目に沿 って 自己評

価 し、活動 の振 り返 りで

は、総合的 にま とめて記

入す る。
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㈹ 結果と考察

① 結 果

「 一麦7薇y方 法
・学習カー ド、学習資料の配

布、掲示。

。ア ンケ ー ト結 果 の 整 理 、 提

示 。

結

取 り組むことができた。

果 一
〈オリエンテーション〉
・学習カー ド、学習資料を活用することで、学習のねらいや道す じを理解 して意欲的に学

に
アンケー トの実施、考察。

プレーに対する声かけ、助

言。
・授業の流れ、対戦相手、場

所などの掲示。
・学習カー ドによる確認、助

.義 椰 よ_,.1

.繍 翫 示、記入への1

:羅編 臨1
・キャプテ ン会議による学習

のねらいや道すじの確認。

・自 己評 価 カ ー ドに よ る確 認 、

助 言。

・タ イマ ー 、 電 子 ホ イ ッス ル 、

チ ー ム別 カ ラ ー ゼ ッ ケ ン、

カ ー ド整理 カ ゴの用 意 。

〈学習形態〉
・グルーピングにおいて技能申心に分けるのではなく、生徒の意欲、協力、 ワーダー性を

することでグループ活動が主体的に行われた。
・男女共習のグループ学習を行 うことで、互いに相手を尊重 しなが ら豊かな人間関係をはぐく

むことができた。

淵
〈学習過程〉
・楽 しさの体験、学び方などの一人一人の生徒の特性を把握することで、生徒の興味、関心に ,
沿 った学習過程を工夫することができた。
・ゲーム中心の学習過程を設定することで、球技の特性に触れ運動の楽 しさや喜びを味わうこ

とができた。

1

熈
課題解決型の学習を取り入れたことで、毎時間明確な課題をもって意欲的に取り組むことができた。

学習資料を活用することで、段階的に学習計画を立てることができた。

学習カー ドを活用することで、課題把握の手がかりとなった。

対戦用紙を活用することで、観戦者の意見を作戦に生かすことができた。

ルールにっいて話 し合うための資料を提示することで、技能の高まりに応じたルールでゲー

ムを楽しむことができた。

・授業の始まりや整わりにチーム内で係の生徒を中心に、互いの健康や安全にっいて気を配れ

るようになった。
・学習段階の高まりに応 じてキャプテン会議を行うことで、学習のねらいに沿 って活動を行う

ことができた。

〈評価〉
・自己評価カー ドを活用することで、グループの活動に見通 しをもって参加することができた。

〈教具〉
・教具を工夫することで、時間の短縮、グループの把握、安全面への配慮に役立った。

一
② 考 察

・オ リエ ンテーシ ョンの工夫 は生徒の学習への動機 付 けを高め る ことにっ なが るので、

ビデ オの活用な ど一 層の充実 が必要 で ある。

・男女共 習 は協力や思 いや りの心 を育 て るよい機会 となるが、体力的 な違 いなど、生徒

一人一人が安全面への配慮を もっ ことが必要であ る。

・プ レーに対す る声 かけや助言 は、生徒 が運動の特 性 に触 れ、技 能の向上を図 るために

も重要 な場面であ るため、予想 や内容の精選 が重要であ る。

。学 習 カー ドの内容を精 選 し 「授 業を行 うまで に話 し合 う課題」 と 「授業の まとめ」 を

設 けることで話 し合いの質が向上す るため、課題解決 の内容を充実すことが重要である。

・学 習資料 によ る練 習パ ター ンの例示 は生 徒の活動 の ため に有効 で はあ ったが、戦術 の

高 まりに発展 で きるよ うな質 的な向上の工夫が必 要で ある。

・掲示、配布物 の工夫 は、生徒 の主体 的活動 を引 き出すため に有 効 な手段 となる。

・授業 の始 ま りや終 わ りだ けでな く、ゲ ームや練 習中 にお いて も、互 いの健康や安全 に

っ いて気 を配 れ るよ うにな ることが重要であ る。

・キ ャプテ ン会議 はグルー プ活動 が充 実す る上 で重要であ り、ね らいの達成が図れ ると

きに行 うと有効 であ る。

・自己評価 カー ドを活 用 し生徒 の グループ活動 での様子を把握す ることは、声か けや助

言 を行 う上で役立 っ。

・VTRを 利用 す るとプ レーを視覚 的 に確認で きるた め、課 題の把握 に役立っ。

一14一



2保 健 「心 の発達 と健康」

(1)意 識調査 の結果 と分析 ・考察

① 意識調査 について

ア 目 的 指導計画 を作成 す るに当た り、保健学 習に関す る意識 を把握 す る。

イ 対 象 研究員所属校 第1学 年237名 第2学 年292名

② 意識調査 の結果 と分析

問1保 健学習 に興味 があるか(%)

1年2年 く分析〉

圏 はい 彫 いいえ 口 やっていない

問2な ぜ興 味があ るか(人)

0 10 20 30 40

・興味 のない生徒 は、1年 で約59%、2年 で

約44%で ある。

・興味が ある生徒 では、1年 では授業 が楽 し

か ったか らが多 く、2年 では 「内容 に関心

が あ ったか ら」が多 い。

・興味 のない生徒 は、 内容 に関心 がない生徒

が大多数 を占めて いる。

問3な ぜ興味が ないか(人)

500 20406080 100120

問4保 健 の授業 はどのような方法であれば、楽 しく学習できると思 うか(複 数回答可)(人)

1年2年

0 50 100 150

一
2000 50 100 150

〈分 析>

1,2年 生 と もグル ープ活動 による授 業を取 り入 れ るこ とによ り楽 し く学 習 で きる とい

う生徒 が最 も多 い。
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問5ど んな授業 を受 けてみたい と思 うか(複 数 回答可)(人)

1年 2年
..

鷹 撒 醐 ㍑iii
:::

雛寵 照 響鴨 懲 弱癬 ㎜笏
● ■1匹1

髪繍%撒 雛鋤
霧騨獺㎜雛礁讐盤 纏%
霧}嚇iiii

ll:::

0204060801001200 20406080100120

〈分析〉

・ 「自分 の興味 ある内容 を調べ る授業」 「VTR 、OHP、 スライ ドを使 った授業」 「実 験 や

実習 を取 り入 れた授業」 を受 けてみたい と思 っている生徒 が多 い。

③ 考 察

ア 保健学習 に対す る興味 にっ いて、半数 の生徒 が 「ない」 と答えている。その理 由は、

「内容 に興 味がないか ら」 「授業が楽 しくないか ら」 である。 この ことか ら、保健分野

の内容その ものの必要性 を感 じて いない ことや、現状 の授業形態 その ものに楽 しさを

感 じて いな いことが分か る。 したが って、「楽 しい授業」 「学習内容が身近 な ものに感

じられ ること」の工夫 を図 ることに より、生徒の興味 ・関心 を高 めることがで きると

考え られ る。

イ 生徒 はグループ活動 を含んだ授業 を受 けてみた いと考えてお り、 グル ープ活動 を取

り入 れ ることによ って、生徒 の学習 意欲が高 まると考え られ る。

ウ 生徒 は 「自分 た ちが興 味のあ る内容 を調 べ る授業」 「VTR、OHP、 ス ライ ドを使 っ

た授業」 「実験や実習を取 り入れた授業」 を受 けて みたいと考え て お り、 特 に、1年

生 では 「自分 たちが興 味のあ る内容 を調 べ る授業」 に取 り組 みたい とい う意 欲が感 じ

られる。 したが って、意欲 が高 い1年 生 の うちに生徒 のよ り主体 的な学習 内容 。方法

を支援 してい くことが重要 であ る。 そのためには、教 師 自身、知識 を伝達 す ることの

み にと らわれ るので はな く、生徒 自身 が課題を見付け、それを解決 してい くために様々

な角度か ら学習形態を工夫す る ことが必要 である。
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(2)教 材観

「心 の発達 と健康」 においては、親か らの自立(自 己形成)に 気付 き、 自 らの欲求 に対

して適切 に対処 す ることので きる能力 を培 うことが重要 である。 また、 中学生期 は、身体

的 に も精神的 に も成長 の著 しい時期で あ り、 これ らの内容 を学習す る ことによ り心 の健康

と関係を理解 して健康 を自 らコン トロール し、 自 らの心 の健康 を管理 で きる能力 や態度 を

高 めることが で きるよ うになる。

① 「自己形成」 にっ いて は、 自分 自身 に目覚 め、客観的 に他人 の立場 を見っ める ことや

考え方を理解で きるよ うにす る。

② 「欲求」 にっ いて は、生理 ・心理 ・社会的欲求 を理解 し、人間 は これ を満 たそ うとし

て行動す るが、必ず しも満 たされ るとは限 らないことを理解す る。

③ 「欲求 に対す る対処」 につ いて は、精神的 な安定が図 られ るためにど うすれ ばよいの

かを理解 す る。中学生期 は、身体的変化や精神的 に揺れ動 く時期で あ り、欲求 に適切 に

対処 す る仕方 を理解す る。

④ 「体 と心 のっ なが り」 にっ いて は、不安 や緊張時 に、顔色が青 ざめた り動悸 が した り

腹痛 が起 こる ことを理解 し、精神 の状態が身体 に も影響 を及 ぼす こ とを理解す る。

⑤ 「心 の健康」 を保っ には、 自己や他人 に対す る理解 を深 めて、欲求 に適切 に対処 す る

な ど心 身の調和 を保っ ことが大切で ある ことを理解す る。

㈲ 学 習過程 の工夫

① 課題 の把握、課題解決、 まとめとい う学習活動 の段階に応 じて、生徒一人一人の興味 ・

関心 に基 づ いた課題を把握 し、思考 ・判断 して、知識 ・理解を高 める工夫 を図 る。

② 学 習の進 め方の工夫 ●

段
階 学 習 活 動1 学 習 活 動 皿 学 習 活 動 皿1

方

法

○見付 け る

○発見す る

○考 え る ○調 べ る ○ ま とめ る ○発表 す る

O発 表 を生 かす

学

習

活

動

・文 章 を読 み 、

自分 の 考 え や

意 見 を 出す 。

・自 らの 悩 み ご

とや 気 に な る

こ と を 記 述 す

る。

・課 題 を考 え る。

・課 題 の解 決 方 法

を考 え る。

・学 習 計 画 を 立 て

る。

・発 表 方 法 を 考 え

る。

・発 表 の 準 備 の 計

画 を 立 て る。

・グル ー プ の 役 割

を 分 担 す る。

・学 習 計 画 に 沿 っ

て調 べ 学 習 を 行

う。

・学習 に取 り組 み、

ま と あ て 、 発 表

の準 備 をす る。

・各 グル ー プ が 発

表 を工 夫 す る と

と もに、 互 い の

知 識 を共有 す る。

・自 らの悩 み や 心

配 ご との 解 決 方

法 を見 付 け る。
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(4)課 題 の もち方 と解決 の仕方 の工夫

知識 ・理解 を深 め、学習 した内容 が 日常生活 に実践で きる態度を養 うた めに、生徒 自身

が課題 に気付 き、学習計画 を立て、課題を解決で きるよ うに、次の2っ の視点か ら学 習内

容 。方法 を工夫す る。

① 課題 の もち方の工夫

生徒 自身の体験 や身近 な出来事か ら、興味 ・関心 を高め、 自 ら心 の発達や健康 にっ い

て の課題 に気付 き、課題が把握で きるよ うに学習資料を工夫す る。 また、 グル ープ学習

を取 り入れ ることによ り、仲間 と共 に意欲的 に学習活動 がで きるように工夫す る。

② 解決 の仕方の工夫

生徒が主体的 に課題 を解決す るために、使 いやす い学習 ノー トを工夫 す る とと もに、

グループの課 題 に合 った具体的 な学 習計画を立て、課題 を解決 していけ るように学 習資

料 を工夫す る。 また、発表を通 じて、知識の共有化を図 るとともに、 日常生活 に実 践化

で きるよ うにまとめの方法を工夫す る。

(5)評 価 の工夫

「心 の発達 と健康」 にお いて、次の3点 に考慮 して評価 活動を行 う。

① 教材 および研究 の内容 による観点の重視

「関心 ・意欲 ・態度」や 「思考 ・判断」 にお いて は、課題学 習を取 り入れ ることで一

人一人 の学習 に対す る姿勢 や学習過程 での工夫の仕方およ び考え方 な どを中心 に評価す

る。 また、「知識 ・理解」 では、単 な る理解 の度合 いではな く、 学 習過程 の中で 自 ら得

た知識や発表を通 して学 んだ ことを評価 す る。

② 自己評価の項 目を精選 し簡潔 に行え る評 価の工夫

毎時間 ごとの 自己評価をね らいに照 らし合 わせなが ら、項 目や記入 の方 法 を精 選 し、

生 徒 にとってわか りやす く取 り組 みやすい内容 にす る。

③ 評価全体 と しての形成 的評 価の重視

課題学 習を取 り入れた ことで、生徒 が学 習活動 を調整 した り、 自己のっまず きを判 断

す ることがよ り重要 とな る。 そのため、学 習過程 におけ る形成 的評価 を重視 し、生 徒の

学 習状況 を知 ることが、教 師の支援 にっなが り、 その結果、生徒主体 の学習活動 が展 開

で きるようにな る。

㈲ 支援 の ポイ ン ト

「生徒一人一人 が主体 的に学 習す る力 を身 に付 け ること」 をね らい とし、学習過程 に視

点 をあて、ね らいを達成 す るための 「支援』 の在 り方 を次 のよ うに段階 的にま とめ る。

① 学習活動1(課 題 の把握 への支援)

ア 生徒 の興味 ・関心 や疑問 な どを大切 に、多様 な考 え方 を認 め られるよ うな例文 を活

用 しなが ら発 問を行 い、課題 に気付 き、把握 す ることがで きるよ うに支援 す る。

イ 学習 の進 め方 の資料 を示 す ことによ り、学習 に見通 しを もち、解決可能 な課題 を把

握 で きるよ うに支援 する。

ウ 各 自の課題 を整理 し、課題 に応 じた グループをっ くる ことによ り、仲 間 と共 に意欲

的な活動がで きるよ うに支援 す る。
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工 課 題を例示す ることによ り、 グループの課 題の把握 を より円滑 に行 え るよ うに支援

す る。

② 学 習活動 ∬(課 題 の解決への支 援)

ア 調 べ学習 にお いて、使 いやすい学 習 ノー トを工夫す ることによ り、生 徒が主体的 に

課題 を解 決す ることがで きるように支援 す る。

イ 課題 の解決方法 や多様 な発表 の方 法を例示 す ることによ り、 グルー プの課題 に合 っ

た具体 的な学 習計 画が立 て られ るように支援 す る。

ウ 学習計 画の見通 しを他 の グルー プに公 開す ることによ り、計 画の見 直 しや意欲 的な

活動 がで きるよ うに支援 す る。

③ 学習活動 皿(ま とめへの支援)

ア 発表 を通 じて知識 の共有化 を図れ るよ うに支援 す る。

イ 学習 を振 り返 る学習 ノー トの活用 によ り、 自己の生活 への実践 にっなが るような ま

とめの仕方 を支援 す る。

(7)第1学 年保健 「心 の発達 と健康」単元計画(6時 間扱 い)

① 学習 のね らい

・自己の生活や体験 に基づ いた課題 を把握 し
、心 の発達 と健康 にっ いて興 味 ・関心 を高

め る。

。課題 の解決 のための見通 しを もった学習計画 を工夫 し、 グループ活動 を通 して意欲 的

に取 り組み、思考力 ・判断力を高 める。

・発表を行 う ことで知識 を共有 し、一人一人 の生活 に実践で きる態度 を育 て る。

段

階

学 習 活 動1 学 習 活 動 皿 学 習 活 動 皿

1 23 45 6

内

容

。生 活 経 験 との比 較

・学 習 の方 法 の理 解

・課 題 の 把握

・グル ー プ分 け

・課 題 の解 決 の た

めの方 法 の理解

・課 題 の 解 決 の た

め の学 習 計 画 の

作成

・調べ学習 の実施

・発表 の準備

・発 表

・知 識 の共 有 化

・自 己 の生 活 の 中

で の 実 践 へ っ な

げ る ま と め

② 学習方法(男 女共習)

・各 グループの構成 は、課題別 で構成 し、人数 にっいて は、複数 であれば可 とす る。

・図書館、地域 の施設、情報機器 を活用 す る。
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段蠣

学iは

習

活

動

1

1じ

,

仮
説

1

学 習 内 容 ・ 活 動 支一 援

学

習

活

動

め

生活や㈱ こ基づいた課題を把握し巡

(1>心 の発達と心の健康にっいて、

原因を探る。

自己を振 り返 り

i・il・)一 人一人が課題を把握 ・・学習の見通 ・を ・つ・

・心の発達 と自己形成

・欲求

・心 と身体のかかわりにっいての例文を示 し
、心の

存在を知 らせるとともに、生活経験 と比較 し、課

題に気付 くことができるようにする。

例文によ珍課題に気付 くことができる支援

臨 、,囎 ㈱ のあ。課題。応、たグル.プ をっく

罷

1

睡 亟 に・ながる学習計画・作成

(D各 グループの課題を決める。

な

。一人一人の課題を引き出し
、今後の学習の進あ方

を説明する。(課 題を例示する)

学 習の進め方の資料による支援i

・似たような課題をもち興味 。関心が共通する生徒

のグループづくりを行 う。

課題に応 じたグループをっ くる支援

122、2、 課題を解決す、鵬 方鯉 解す。.
(各 グループごとに方法を発表する)

・主題から具体的な課題を把握する。

具体的な課題の把握の支援,

・課題の把握ができ、課題に合 った解決方法を選択

できるようにする。

"jか

課題を解決する方法を見付ける支援i

2(3}課 題を解決するための学習計画を作成する。

・1(各 ・ループご・に轄 ・+画を発表す・)

陸
1[i亟亟 璽 亟 表の仕方を工夫ヨ

・各グループの取 り組み方について把握するととも

に、課題を解決 し発表で きるよう学習計画を立て

られるようにする。

学習計画を立てるための支援1

i

…計画の見通 し
計画の見通しを他に発表する場や機会の支援i

学

習

活

動

m

4

'5

2

1i

[

(1)調 べ学習の取 り組みを行 う。

(調べ、まとめ)

3[②趨 諜 塗贈 総
す・)

乍

[

・課題の解決に向けて、生徒が主体的に取 り組 み、

効果的に学習できるようにする。

1灘 驚}一 ・

ま

と

め

6

発表の仕方を確認できる学習ノー トの準備i

や練習の場の設定による支援

__====2

訓1搦 ㌶端 鑛魏 漏 たな内容を理解
する。

3(3)心 の発達 と健康にっいて、一人一一人が対処の仕

方を自己の生活に実践できるようにする。

匝 亟壷 竺・力を身・付脚

1:蕎 鰐 耀 鞭 灘 の織 、知識
の共有化が図れるようにする。
・一人一人に課題を振 り返 り

、実践 。行動で きる態

度を身に付けることができるようにする。

授業を振 り返る学習ノー トによる支援

※ 販 説」の欄の数字は、本研究の保健分野の仮説に示した数字と対応する。
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(8)実 証授業指導案(6時 間扱 いの6時 間 目)

は じめ5分 な か38分 ま と め7分

学習

内容

1あ いさつ

2出 席確認

3前 時迄の流れについて

4本 時の内容の確認

5発 表(5グ ループ)
・発表時間5分 ～7分

・発表時間1分 ～3分

6ま とめ

① 授業全体のまとめ

② 自己の生活の振 り

返 り

支
援
の
ポ
イ
ン
ト

支援1

支援2

支援3

課題の把握への支援(課 題の把握の仕方)

課題の解決への支援(学 習計画の作成)

まとめへの支援(発 表やまとめの仕方)

本時のねらいを達成するための支援
!

支
援
の
ポ
イ
ン
ト

)

(
支

援

の

方

法

.

課題 の解決 のま とめや発表 の仕方 の工 夫の支 援

発表 における支援 ま と め に お け る支 援

発表の設定における支援

亙
〈発表の実施〉
・各グループの学習

の成果を発表で き

る場を設定す る。

発表の仕方における支援

壷

〈発表の仕方〉
。発表会の場所や視聴

覚機器の活用など効

果的に実施できるよ
うに助言する。
・進行状況や表現方

法 など必要 に応 じ
て助言を行 う。
・発表の上手なグルー

プを称賛する。

進行内容における支援

電

〈発 表 の 流 れ 〉
・グループの発表の

後 に、教師が発問

または知識 の補足

を行 う。
・発表順を考慮する。

まとめにおける支援

壷

」 圏

1

・発 表 ご と に 、 各 グ
ループの内容を振

り返 る場面 をもっ
よ うに な る。

△
8媛 の

し
一

7

・他 の グ ル ー プ の 内

容について関心 が

高 ま る。
・他 の グ ル ー プ か ら

積極的に知識を得
る。

・発表以外 の知識を

得 る こ と で 、 よ り

内容が明確にとら

え られるようにな

る。

冒

・他 の グル ー プ の 発

表内容を理解 して
い るか 。

(知)

▼

〈全体のまとあ〉
・今 までの授業 と本

時の発表を関連 さ
せ、心の健康 にっ

いてのまとめを行

う。

生活への実践化における支援

暫

ヘ

ノ

〔
支

援

に

よ

る

予

想

一

■

＼

ノ

　

へ
予
想
か
ら
生
じ
る
生
徒

の
主
体
的
な
活
動

.
考

え

}

{!辟

・発表の場面を成功

させたいという気

持ちになる。

っ マ?ア

ヲ
(

・発 表 時 に 様 々 な視

聴 覚 機 器 を 活 用 し
よ う と思 う。
・改 めて本 時 の授 業 に

お いて伝 え る こ との

大 切 さを意識 す る。
・他 の グ ル ー プ の生

徒 は 自 分 の グ ル ー
プ の発 表 時 に 先 生

か らの 助 言 を生 か

そ う と思 う。
・ほ め られ た グ ル ー

プ は嬉 し くな る。
・自分たち もほめられ た

いと思 うようになる。

・学習時間の把握や進

行状況など発表会に
向けて見通しをもっ。
。課題解決の方法な

どグループでよ り
意欲的に取 り組む。
・発表で何 を伝え る

かなど発表 の仕 方
を工夫する。
・課題学習がより理

解できる。
・自分たちで考え調べ

たりする学習活動の
楽しさを味わう。
・発表の準備や実施にお

いてグループで協力し
たり、共に考えたりす
る場面が生まれる。
・発表後に挙習の達

成感を味わう。

・課題学習を、十分

理解 しているか。

(思)

・視聴覚機器を活用

することで意欲的

に発表 の内容を工

夫する。
・自己のグループの

発表内容がうま く

みんなに伝わるよ

うに表現方法な ど

を配慮する。
・前時のリハーサルよ

り発表意欲がわく。
・ほめ られたグルー

プは本時の授業 に

さらに意欲的 にな

る。

価
＼唱 一/

、

ノ

本
時
の
ね
ら
い
}

〆

＼

・発表方法を工夫 し、

効果的に表現 して
いるか。

(関 ・思)

〈自己の生活への還元〉
・1時 間目に記入 し

た悩みを再度、考

える場面を設定す

る。
*学 習ノー ト提 出

の際にコメン ト

を入れることで、
一人一人にフィー

ドバックする。

・各 グループの発表

に関連性があるこ

とに気付 く。
・ 「心の健康」 にっ

いて改めて考える。

.診
る∫

・記入 した ときとは

違 う気持 ちで自己
の悩みを考えるよ

うになる。
・記入できなか った

生徒 も記入 して み
ようと考えるよう

になる。

・自己の生活に問題

が生 じたた とき、

そ こで立ち止 まら

ずに解決策をと考

える。
・様 々な解決方法の

中から自分に適 し

た方法を見付 けよ

うと考える。
・ 「心の健康」 につ

いて興味を もち、

さらに、学習 して

みようと考える。

・自己の悩みを客観

的にとらえ、悩 む
ことよりもむ しろ

解決策に焦点をあ
てて考えるように

なる。
・中学生期に悩みを

もっ ことは、当た

り前 のことと考 え

自己の気持ちを素

直に出そうとする。

・「心 の健康」 にっ

いて十分理解 し、

自分なりの考えを

もとうとしている
か。

(思 ・知)

・今までの学習を自

己の生活と結び付

け、場面 に適 した

問題解決の方法を

見付け出す ように
しているか。

(関 ・思)

1発 表を通 して、自己のグループの課題学習を確認するとともに、知識の共有化を図る。

2心 の健康にっいて学習 したことをもとに、改めて自己の生活にっいて考え、それらの学習を自己の生活に実践

できる力を身に付ける。

※ 評価 の欄 の()は 、(関)… 関 心 ・意 欲 ・態 度、(思)… 思考 ・判 断、(知)… 知識 ・理 解 を表 す。
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(9)資 料

① 課題 の把握の ための例文

※生 徒が 自 ら心 の発達(自 己形成)に っ いての課題 に気付 くことがで きるよ う工夫 した。

○次の各文章 を読 んで、それぞれの問 いを考えてみ よ う。

,〈1>一 一 一 一 　一一一一 　一一{『 一「

中学 生 にな ・て ・学 校 に行 くの は友 達 力`いて楽 しい けれ ど・ 勉 強 も難 し くな り・i

部 活 も きび し くな って家 で はボ ー と して い る こ とが多 くな った。 親 に は 「勉 強 しろ」i

とか 「手 伝 い ぐ ら い は しな さい」 と言 糠 るが、 分 か って い るの に言 わ れ る と よ け1

い に や りた くな くな って しま う。 勉 強 しな い で フ ァ ッ シ ョ ン雑 誌 なん か見 て い ると、

追 い打 ち をか け る よ うに 「ま った くか っ こ うば か り気 に して、 本 当 に言 う こ とを 聞

か な くな った ね」 な ん て言 わ れ る。

確 か に小 学 生 の頃 は、 それ な りに親 の い う こ とを聞 い て手 伝 い も した し、 勉 強 も

した の に中 学 生 に な って か ら何 だか 親 の い う こ とが うる さ く感 じて しま う。 仲 よ し

の雄 に話 をす る と 「うち もい 。し。だ」 。て聞 いて少 し安心 した.親 よ り雄 の1

方 が よ ほ ど い い と思 う。

最 近 、 「も と も と頭 が よ くな い ん だか ら、 勉 強 な ん て で き る わ け が な い 」 な ん て

考 え て しま う.で も、 素 直 じ。な い 自分 が 少 し不 安1、な 。て くる.私 は 、の ま ま 知

LAに な って い くん だ ろ うか … 。 一
Q1こ の文 を読んで、 あな たは同 じよ うな ことを感 じた ことはあ りませんか?。 あ る ・ない

Q2こ の 文 を 読 ん で 、 特 に同 じよ うな こ とを 感 じる部 分 は どん な こ とで す か?

(例)・ 「勉 強 しろ」 と言 わ れ て や りた くな くな る。

・ 「か っ こ うばか りっ け て い る」 と言 わ れ て い や な思 い を した
。

Q3あ な た な ら この 文 を書 い た 人 に、 上 の 文 章 の よ う に相 談 さ れ た らど の よ う に受 け

と め、 話 を します か?

② 課題の例 示

※例文 に対 す る発問を行い、課題 を把握 で きるよ う、次 の課 題の例 示を資料 と した。

「ど う して な ん だ ろ う?」

◎ 心 の発 達 と自 己形 成

・小 学 生 の頃 と比 べ て、 ど う して親 の言 う こ とが う る さ く感 じるの だ ろ う。

・中学 生 の頃 に な る と、 ど う して周 りの こ とが気 に な るの だ ろ う。

・親 よ り友 達 の方 が よ く思 え る の は ど う して なん だ ろ う
。

・中 学 生 に な る と、 少 しず っ 異 性 の ことが 気 に な り出 す の は ど う して な ん だ ろ う。

◎ 欲 求 と欲 求 不 満

・欲求 に は どん な種 類 が あ るの だ ろ う。

・小 学 生 の 頃 と中学 生 の 頃 で は欲求 は違 うの だ ろ うか
。
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(10)結 果 と考察

① 結 果

支 援 の 方 法 結 果

・課題 を気付 く上 での例 〈は じ め〉

文 による発問 ・生徒 が 自ら課題 を把握 す るために導入段 階を工夫 す る ことに よ

・学習 の進 め方 の資料 の り興 味 ・関心 を高 め、 意 欲 的 に学 習 す る こ とが で きた。

提示 ・生徒 自身 によ る学習計画 を支援 す ることによ り、 課題 解決 の方

法 を理解 し、合理 的で見通 しを もった学習活動 がで きた。

・具体的 な課題 の例示 〈な か〉

・学習資料 の提示(計 画 ・具体的 な課題 の例示 をす ることによ り、課題 の把 握 が容 易 にな

と内容) り学習活動 がよ り円滑 に行 われた。

・学習資料 の提示 の仕方 を工夫 す ることによ り
、生 徒 の学 習活 動

が活発 に行 われた。

。発表 の場 と時間 の確保 〈ま と め〉

・授 業 の振 り返 り ・発表 の場 と時間 の設定 を支援 す ることによ り、 や り遂 げた成就

感 を得 た り、 知 識 を共 有 す る こ とが で きた。

・発表 を通 して知識 を共有 し、授業 を振 り返 ることを通 して、 新

たな課題 を発見す る姿勢 が見 られ るよ うにな った。

〈単元全体を通 して〉

・学 習 ノ ー トや 学 習 資 料 は、 生 徒 に計 画 的 に提 示 で き効 果 的 で あ った 。 「言 葉 か け」 は、 生

徒の反応や実態 に応 じて行 うため、計画 的な支援が あま りで きなか った。

② 考 察

ア 生徒 が 自 ら意欲的 に学習 に取 り組 むよ うに、今回 は導入段階 で例文 を提示 した。生

徒の もって いる力で課題 を引 き出す ために、効果的 な導入方法 を工夫 してい く必要 が

あ る。

イ 教 師の支援 は、多 くて も少 な くて も、生徒 の意欲的 な活動 に影響 があ るために、学

習環境 や生徒 の実態 などを十分考慮 して行 うことが大切で ある。

ウ 学 習 ノー トは、短時間で記入で き、効果的 な ものを作成す る必要 があ る。

エ1単 位時間 の中で発表 とまとあを行 う場合 には、発表方法や 内容 につ いて、事 前に

十分な準備 をす る必要が ある。

オ 学 習の仕方を中心 に学ぶ活動で は、幅広 い知識 の習得 とい う点 にっいて、 今後 、学

習内容 ・方法や単元計画 などの工夫 を検討 して い く必要が ある。
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W研 究のまとめと今後の課題

1研 究 のまとめ

生涯学習 を 目指 した中学校保健体育科 の学 習において、生徒 が自 ら課題 を把握 し解決 す る学

習 を推進 す るため、学習 内容 ・方法 の工夫 ・改善 が求 め られている。

このため、生徒 が自 ら課題 の把握 を し、効果 的に課題 の解決 をす るための 『支援』 を工夫 す

ることで、主体 的に学習 す る力が身 に付 くのではないか と考 え、本研究主題を設定 した。なお、

研究 の主 な内容 を 「課題 の もち方」 と 「課題 の解決 の仕方」へ の 「支援』 とした。

(1)学 習過程 において

① 生徒 が自 ら課題 を見付 け、解決 の方法 を工夫 しなが ら授業 を進 める ことで、興味 ・関

心 が高 ま り、積極 的な学習へ の参加 が見 られた。

② 学習資料、学習 カー ド(学 習 ノー ト)な どを効果的 に活用 す ることで、生徒 の課題 の

もち方 と解決 の仕方 が円滑 に進 んだ。

③ 球技 において、生徒が習得 した技能、知識 を生 か して運動 を行 うための支援 を行 うこ

とで、生徒 が自信 を もって運動 を行 うことがで きた。

④ 保健 において、発表 の仕方や ま とめの工夫 を支援 す ることで、知識 を共有 し、健康 な

生活へ の意識化 を図 る ことがで きた。

(2)リ ー ダーの会合 を有効 に活用す る ことで、 グループ として の意識 を高 め活発 な活動 が行

われた。

⑧ 生徒が学習を行 うために場や教材 。教具 の工夫 をする ことによ り、意欲が高 ま り効果的

な学習活動が行われ た。

(4)学 習 を進 める上で の教師の言葉か けは、生徒 の反応や実態等 に応 じて行 うため、生徒 の

主体 的 な活動 が図れ るまでに至 らず、適切 に行 うことがで きないことがあ った。

2今 後 の課 題

(1)学 習の導 入部分 での動機付 けで は、学 校環 境や生徒の実態 に応 じて、様 々な方法を工夫

してい く必要 があ る。

② 学 習資料 は、扱 う単元の特性(教 材観)と 内容が理解 しやすい よう、 内容を検討 し、精

選 してい く必要 があ る。

(3)学 習カー ド(学 習 ノー ト)は 、短 時間での記入が可能になるよう、効果的に内容を工夫 ・

改善 してい く必要 があ る。

(4)球 技 では、学習資料 によ る練 習パ ター ンの例示 は、生徒 の活動 のために有効 であ ったが、

よ り多様 な学習内容 の工夫 ・改 善を図 ってい く必要 があ る。

㈲ 保健 では、深 く知 るとい う部分 で効果的 であ ったが、幅広 い知識 の習得 とい う視点 か ら

今後、学習過程 の在 り方 などの検討 を図 ってい く必要 がある。
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